
新
た
な
被
害
想
定
の
公
表

　
愛
知
県
は
、
平
成
　
年
５
月
　

２６

３０

日
に
開
催
し
た
県
防
災
会
議
に
お

い
て
、
平
成
　
～
　
年
度
の
３
年

２３

２５

間
で
実
施
し
た
地
震
被
害
予
測
調

査
の
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
戦
後
最
大
の
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
地
震
被
害
予
測
調
査
を
最
新

の
見
解
に
基
づ
い
て
見
直
し
、
今

後
の
防
災
・
減
災
対
策
を
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
公
表
さ
れ
た
結
果
は
、

次
に
発
生
す
る
地
震
・
津
波
を
具

体
的
に
想
定
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
長
い
海
岸
線
を
有
し
、

軟
弱
な
地
盤
が
広
が
る
西
尾
市
で

は
、
地
震
・
津
波
の
発
生
に
よ
り
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
で
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
と
は

　
南
海
ト
ラ
フ
と
は
、
静
岡
県
の

駿
河
湾
か
ら
九
州
東
方
沖
ま
で
続

く
、
深
さ
４
０
０
０
ｍ
級
の
海
底

の
溝
の
こ
と
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海

プ
レ
ー
ト
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー

ト
の
下
に
沈
み
込
む
境
界
に
あ
り
、

そ
の
総
延
長
は
約
７
７
０
㎞
に
及

び
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
し
た
地
震

の
う
ち
過
去
最
大
と
い
わ
れ
る
宝

永
地
震
（
１
７
０
７
年
、
Ｍ
８
・

６
）
が
発
生
し
て
か
ら
約
３
０
０

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
発
生

間
隔
は
お
よ
そ
３
０
０
～
６
０
０

年
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

南
海
ト
ラ
フ
に
お
け
る
次
の
大
地

震
発
生
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　「
過
去
地
震
最
大
モ
デ
ル
」で
は
、

宝
永
地
震
と
同
規
模
の
地
震
を
基

に
、
安
政
東
海
（
１
８
５
４
年
、

広広報報平平成成２２６６年年８８月月１１日日号号 ２２

　
愛
知
県
が
公
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
は
、

桁
外
れ
に
大
き
く
、
衝
撃
的
な
も
の
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
よ

り
被
害
の
小
さ
い
地
震
・
津
波
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
が
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な「
想
定
外
」を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
は
、
最
大
級
の
被
害
に
向
き
合
う
覚
悟
が
必
要
で
す
。

写真提供：宮城県七ヶ浜町

南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
備
え
る

特
集

危
機
管
理
課
防
災
担
当（
緯
　
・
２
１
３
７
）

６５

建
築
課
建
築
担
当（
緯
　
・
２
１
４
８
）

６５

問合先

写写写写写写写写写写真真真真真真真真真真提提提提提提提提提提供供供供供供供供供供：：：：：：：：：：宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮城城城城城城城城城城県県県県県県県県県県七七七七七七七七七七ヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶ浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜写真提供：宮城県七ヶ浜町町町町町町町町町町町

●大津波により浸水した町営住宅

●吉田浜地区県道付近



Ｍ
８
・
４
）、安
政
南
海
（
１
８
５

４
年
、
Ｍ
８
・
４
）、昭
和
東
南
海

（
１
９
４
４
年
、
Ｍ
７
・
９
）、昭
和

南
海（
１
９
４
６
年
、
Ｍ
８
・
０
）

の
各
地
震
の
揺
れ
や
津
波
高
を
網

羅
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
本
文
中
の「
Ｍ
」は
、
マ
グ
ニ
チ

　
ュ
ー
ド
の
こ
と
を
表
し
ま
す
。

減
災
効
果
の
想
定

　「
過
去
地
震
最
大
モ
デ
ル
」に
お

け
る
想
定
被
害
に
対
し
て
、
建
物

の
耐
震
化
や
津
波
避
難
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
揺
れ
に
よ
る
全

壊
棟
数
は
約
６
割
減
少
し
、
死
者

数
は
約
８
割
減
少
す
る
と
の
減
災

効
果
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
減
災
効
果
は
、

①
建
物
の
耐
震
化
率
１
０
０
％
の

達
成
、
②
家
具
な
ど
の
転
倒
・
落

下
防
止
対
策
実
施
率
１
０
０
％
の

達
成
、
③
全
員
が
発
災
後
す
ぐ
に

避
難
開
始
、
④
既
存
の
津
波

避
難
ビ
ル
の
有
効
活
用
、
の

全
て
の
対
策
が
実
施
さ
れ
た

と
仮
定
し
た
場
合
の
想
定
で

す
。
　
減
災
に
は
、
家
庭
で
の
備

え
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

地
震
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
建
物
の
耐

震
化
や
家
具
の
固
定
を
は
じ

め
、
避
難
場
所
の
確
認
や
、

地
域
で
実
施
さ
れ
る
防
災
訓

練
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
７

日
分
の
非
常
食
の
備
蓄
な
ど

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
災
害

の
被
害
は
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

３３ 平平成成２２６６年年８８月月１１日日号号広広報報

理論上最大想定モデル過去地震最大モデル

７７最大震度

５．６ｍ４．４ｍ最大津波高

５０分５３分最短津波到達時間
（津波高３０㎝）

５，１８４ha５，１７３ha浸水面積
（浸水深１㎝以上）

理論上最大想定モデル過去地震最大モデル

約２４，０００棟　　約８，９００棟　　揺　 れ

約４００棟　　約４００棟　　液 状 化

約１，１００棟　　約２，６００棟　　浸水・津波

約３０棟　　約２０棟　　急傾斜地崩壊等

約５，４００棟　　約３，０００棟　　火　 災

約３１，０００棟　　約１５，０００棟　　合　 計

理論上最大想定モデル過去地震最大モデル

約１，４００人　　約５００人　　建物倒壊等

約１，６００人　　約１，２００人　　浸水・津波

被害わずか被害わずか急傾斜地崩壊等

約２００人　　約５０人　　火　 災

約３，２００人　　約１，８００人　　合　 計

写真提供：宮城県七ヶ浜町

●建物被害（全壊・焼失棟数） ●人的被害（死者数）

●震度・津波高など

南海トラフ巨大地震に備える特  集

　今回の調査では、２つの地震・津波モデルにより、建
物被害や人的被害などが想定されています。

過去地震最大モデル
　南海トラフで繰り返し発生している地震・津波のうち、
発生したことが明らかで、規模の大きい５つの地震を重
ね合わせたモデル。愛知県の地震・津波対策を進める上
で「軸」となる想定として位置付けられており、市の防災
施策もこのモデルを基に作成しています。

理論上最大想定モデル
　南海トラフで発生する恐れのある地震・津波のうち、
あらゆる可能性を考慮し､最大クラスの地震・津波を想
定したモデル。千年に一度あるいはそれよりも、もっと
発生頻度が低いものであり、地震・津波対策を検討する
上で「命を守る」という観点で補足的に参照するものと
されています。

想想定定されされるる
西尾西尾市市のの被被害害

■建物・人的被害は、端数処理を行ったため、合計が各項目の和に一致しない場合があります。
■「過去地震最大モデル」は、海岸堤防が５０％沈下（液状化危険度が高い箇所では７５％沈下）した上で、
　建物被害は冬の午後６時、人的被害は冬の午前５時に地震が発生した想定となっています。
■「理論上最大想定モデル」は、海岸堤防が７５％沈下した上で、いずれも複数の想定のうち、最大の
　被害となるケースを記載しています。

写写写写写写写写写写真真真真真真真真真真提提提提提提提提提提供供供供供供供供供供：：：：：：：：：：宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮城城城城城城城城城城県県県県県県県県県県七七七七七七七七七七ヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶ浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜写真提供：宮城県七ヶ浜町町町町町町町町町町町

写写写写写写写写写写真真真真真真真真真真提提提提提提提提提提供供供供供供供供供供：：：：：：：：：：宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮城城城城城城城城城城県県県県県県県県県県七七七七七七七七七七ヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶ浜浜浜浜浜浜浜浜浜浜写真提供：宮城県七ヶ浜町町町町町町町町町町町

●菖蒲田海水浴場付近

●引き波により被災家屋やコンテナなどが漂流



　
市
で
は
、
防
災
・
減
災
対
策

を
最
重
点
課
題
と
し
て
、
次
の

６
つ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

①
県
の
調
査
結
果
を
精
査
の
上
、

個
人
レ
ベ
ル
の
備
え
に
活
用

で
き
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
全
戸
配
布
し
ま
す
。

②
市
防
災
計
画
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
、

具
体
的
か
つ
機
動
的
な
防
災

体
制
を
構
築
し
ま
す
。

③
既
存
の
建
物
を
有
効
に
活
用

し
、
津
波
一
時
待
避
所
（
津

波
避
難
ビ
ル
）
を
拡
充
し
ま

す
。

④
自
主
防
災
活
動
の
活
性
化
と
、

地
域
の
実
情
に
合
う
実
践
的

な
防
災
訓
練
の
実
施
を
推
進

す
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織

を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

⑤
建
物
の
耐
震
化
率
の
向
上
と

家
具
な
ど
の
転
倒
・
落
下
防

止
策
を
一
層
啓
発
し
ま
す
。

⑥
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
全
市

一
斉
の
「
　
万
人
市
民
ま
る

１７

ご
と
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
、

全
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め

ま
す
。

耐震化アドバイザー　小林明美氏

減災の 秘  訣 
ひ けつ

減災対策の基本は何だと考えますか

　一言でいえば、備えることだと思います。
私たち建築従事者の立場から言えば、人命を
守るという意味で、少なくとも建物の耐震化
と家具の固定は必要です。県の想定によると、
西尾市では、地震の最大死者数のうち、家具
の転倒などを含む建物倒壊による死者数が約
半数を占めています。犠牲者を減らすために
は、建物の耐震化や家具の固定など、個人レ
ベルでの対策が鍵となります。

西尾市の建築物耐震改修促進計画では「減災

化」を目標に掲げていますが

　本来、建物は地震や台風などの自然の脅威
から私たちを守ってくれるものですが、時と
してそれが凶器となり、人命を奪うことにな
ります。そうならないためにも、建物の耐震
化をすすめなければいけませんが、家具の固
定や、雨漏りによる腐朽やシロアリなどによ
り被害を受けた箇所を修繕するなど、できる
ことから始めることが、減災につながります。

耐震対策と浸水・津波対策は別物ですか

　東日本大震災における被害から、どうして
も津波に目が向きがちですが、耐震化を徹底
することで、崩れた建物に閉じ込められたり、
がれきで避難路がふさがれたりすることによ
り逃げ遅れ、津波に巻き込まれる事態を防ぐ
ことができます。

市民の皆さんへ一言お願いします

　いつ起きるかは予測できませんが、近い将
来必ず起きるであろう大地震に備え、市民の
皆さんが地道に防災・減災対策に努め、それ
を継続することで、人的被害を少しでも減ら
すことができればと願っています。

内閣府の防災訓練、開催決定
　巨大地震による津波被害などを想定した、内閣府
と西尾市の共催による地震・津波防災訓練を、１１月
５日昌に坂田球場や佐久島、白浜小学校などで実施
します。この訓練は、全国の８ブロック（北海道・
東北・関東・中部・近畿・中国・四国・九州）で行
われ、中部ブロックの開催地として、西尾市で開催
されるものです。地域住民をはじめ、自衛隊、国土
交通省、海上保安庁、愛知県、愛知県警などが参加
する予定です。

耐震化アドバイザーが語る

広広報報平平成成２２６６年年８８月月１１日日号号 ４４

今
年
度
の
市
の
取
り
組
み

今
年
度
の
市
の
取
り
組
み



費
用
の
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
昭
和
　
年
５
月
　
日

５６

３１

以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
に
対
し

て
、
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

対
象
　
２
階
建
て
以
下
の
木
造
の

一
戸
建
て
・
長
屋
建
て
住
宅

（
貸
家
を
含
む
）

●
非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助

対
象
　
木
造
以
外
の
一
戸
建
て
住

宅
（
貸
家
を
含
む
）

補
助
金
額
　
８
万
６
０
０
０
円
以

内
　
※
耐
震
診
断
費
用
の
３
分
の
２
。

●
耐
震
改
修
費
補
助

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
工
事

①
診
断
後
の
判
定
値
０
・
７
未
満

の
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、
判
定

値
を
１
・
０
以
上
と
す
る
工
事

②
診
断
後
の
判
定
値
０
・
７
以
上

１
・
０
未
満
の
木
造
住
宅
に
つ

い
て
、
判
定
値
に
０
・
３
を
加

算
し
た
数
値
以
上
と
す
る
工
事

③
簡
易
改
修
や
小
規
模
改
修
に
よ

り
、
補
助
を
受
け
た
住
宅
に
つ

い
て
、
判
定
値
を
１
・
０
以
上

と
す
る
２
回
目
の
工
事

補
助
金
額
　
１
２
０
万
円
以
内

（
２
回
目
の
工
事
は
　
万
円
以

９０

内
）

　
※
耐
震
改
修
費
用
。

そ
の
他
　
所
得
税
・
固
定
資
産
税

の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
簡
易
改
修
費
補
助

対
象
　
診
断
後
の
判
定
値
０
・
７

未
満
の
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、

判
定
値
０
・
３
を
加
算
し
た
数

値
以
上
か
つ
０
・
７
以
上
と
す

る
工
事

補
助
金
額
　
　
万
円
以
内

３０

　
※
耐
震
改
修
費
用
の
２
分
の
１
。

●
小
規
模
改
修
費
・
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
設
置
費
補
助

対
象
　
診
断
後
の
判
定
値
０
・
７

未
満
の
木
造
住
宅
の
耐
震
性
向

上
に
有
効
な
工
事
や
、
耐
震
シ

ェ
ル
タ
ー
の
設
置

補
助
金
額
　
　
万
円
以
内

１５

　
※
改
修
・
設
置
費
用
の
２
分
の

　
１
。

●
取
り
壊
し
費
補
助

対
象
　
延
べ
床
面
積
　
㎡
以
上
で
、

３０

診
断
後
の
判
定
値
１
・
０
未
満

の
木
造
住
宅
１
棟
の
取
り
壊
し

工
事

　家具などの転倒防止金具の取り付けを無料で行
います。安全な住まいづくりの第一歩として、ぜ
ひご利用ください。

対象　市内在住で次のいずれかに該当し、本人や
家族では転倒防止金具を取り付けられない方
①世帯全員が６５歳以上で、介護保険法の保険料
の所得段階が第１～第６段階の方

②身体障害者手帳１～３級を持っている方
③療育手帳Ａ判定またはＢ判定を持っている方
④精神障害者保健福祉手帳１級または２級を持
っている方

申込方法　申請書に必要事項を記入の上、添付書
類を添えて、直接福祉課障害者福祉担当または

長寿課高齢者福祉担当、各支所へ。
その他　①釘やネジ、Ｌ型金具、補強材料などを
使用して、住居の柱や壁などに家具を固定しま
す　②取り付けは、１世帯１回限り、５か所ま
で、作業時間は２時間以内とします　③一度取
り付けた金具の取り外しはしません　④作業終
了後の家具の移動や取り外しに伴う事故の補償
はしません　⑤災害発生時に家具転倒などの事
故に対する補償はしません　⑥借家の場合、所
有者の承諾が必要です　⑦市が依頼した業者が
現場を下見し、固定の方法や使用金具を検討の
上、取り付けを行います。

問合先　 ▼福祉課障害者福祉担当（緯６５・２１１３）

▼長寿課高齢者福祉担当（緯６５・２１２１）

南海トラフ巨大地震に備える特  集

家具などの転倒防止金具の取り付けを支援します家具などの転倒防止金具の取り付けを支援します

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
、
取
り
壊
し
な
ど

費
用
の
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
合
先
　
建
築
課
建
築
担
当（
緯
　
・
２
１
４
８
）

６５

　住居の安全や家族の安心を
確保するため、耐震改修など
の無料相談会を開催します。

日時・場所

▼８月１９日昇　午前９時３０分
～午後４時３０分…市役所多
目的室前（１階）

▼８月２０日昌　午前９時３０分
～午後４時３０分…一色地域
交流センターホワイエ（１
階）
相談料　無料
主催　公益社団法人愛知県建
築士事務所協会西尾支部

その他　事前申し込みは不要。

補
助
金
額
　
　
万
円
以
内

２０

　
※
取
り
壊
し
に
要
す
る
費
用
。

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助

対
象
　
道
路
・
公
園
な
ど
か
ら
の

高
さ
が
１
杓
以
上
で
、
組
積
造

の
部
分
が
　
尺
以
上
の
コ
ン
ク

８０

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤
去

す
る
工
事

補
助
金
額
　
　
万
円
以
内

１０

　
※
撤
去
費
用
の
２
分
の
１
。

ご利用ください

無料相談会

５５ 平平成成２２６６年年８８月月１１日日号号広広報報

高齢者や障害者を対象に


